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民生費
30.1%

農林水産業費　1億3,474万円
　林道整備：5,192万円
　雪害を受けた農業者への支援：964万円

商工費　8,508万円
　プレミアム付商品券
　発行事業補助金：2,765万円

消防費　3億4,805万円
　5分団（三沢）新詰所建設工事
　：3,615万円
　4分団（金沢）新詰所建設工事
　：3,564万円
　第1分団第2部水槽付消防ポンプ自動車
　：2,408万円

公債費　3億2,055万円
　元金の返済：2億8,358万円
　利子の返済：3,697万円

土木費　5億6,870万円
　道路新設改良費：1億6,443万円　
　橋りょう新設改良費：4,878万円
　道路維持費：4,649万円

その他　2億4,476万円
　議会費：7,712万円
　諸支出金：1億6,052万円
　労働費：712万円

衛生費　2億6,512万円
　予防接種委託
　：1,874万円
　住民健診委託
　：1,768万円
　妊婦健康診査：501万円

総務費　5億1,700万円
　マイナンバー制度に係るシステム開発業務委託
　：1,346万円
　町営バス運行委託：2,746万円

教育費　4億4,779万円
　皆野小学校校舎軒天修繕工事：259万円
　吉丸遺跡第３次町内遺跡発掘調査
　報告書作成業務委託：235万円
　文化会館文化・芸術体験事業：232万円

民生費　12億6,279万円
　教育・保育費委託料
　：2億786万円
　障害者自立支援給付費負担事業
　：1億7,096万円
　児童手当：1億4,829万円
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歳出
41億9,458万円

　いずれの比率も町の標準財政規模に対する割合で、標準財政規模とは、通常収入されるであろう町税・普通交付
税・地方譲与税などの大きさを示したものです。
　早期健全化基準は、この基準を超えると財政状況が黄色信号状態にあることを示しています。当町の比率はいず
れもこの基準を下回っており、健全な状態にあるといえます。

いずれも増、介護保険特別会計は歳入が増・歳出が減、後期高齢者医療特別会計は歳入・歳出いずれも減となりま
した。

　特別会計は、特定の事業を行うため、一般会計と区
分して歳入歳出を処理する必要がある場合に設けるも
のです。町には３つの特別会計があり、保険料（税）と
国・県の負担金や一般会計からの繰入金を財源として
います。
　前年度と比べ、国民健康保険特別会計は歳入・歳出

■健全化判断比率

■特別会計決算

内　　容 早期健全化基準 H26年度 H27年度
実 質 赤 字 比 率 一 般 会 計 の 赤 字 の 割 合 　15.0% 赤字なし 赤字なし
連結実質赤字比率 特別会計も含めた赤字の割合 　20.0% 赤字なし 赤字なし
実質公債費比率 1年間の借金返済額の割合 　25.0% 　2.8% 　3.1%
将 来 負 担 比 率 将来負担を見込まれる負債の割合 350.0% 32.5% 21.5%

会　　計 歳　　入 歳　　出
国 民 健 康 保 険 16億1,862万円 15億6,134万円
介　護　保　険 10億4,273万円   9億3,914万円
後期高齢者医療   1億1,869万円   1億1,832万円


